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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車の ブレーキアクチュエータ(10; 23; 34; 60; 70)であって、
　-スクリュー(12)と、
　-不可逆的な接続手段によってスクリュー(12)とかみ合うようにねじが切られた内部ケ
ーシング(18)と、
　-ブレーキエレメント(E)を作動させるための、内部ケーシング(18)の関連でのスクリュ
ー(12)の動き、または、スクリューの関連での内部ケーシングの動きをコントロールする
電気モータ(M)と、
　-少なくとも１以上のねじ山(14A)でスクリュー(12)と最初にかみ合い、続いて内部ケー
シング(18)とかみ合うねじが切られた複数の内部ローラー(14)と、
　-ねじが切られた外部ケーシング(30)と、
　-内部ケーシング(18)のねじ(18A)と逆方向にそして外部ケーシング(30)のねじ(30A)と
同方向に少なくとも一つのねじ山(28A)を有し、最初に内部ケーシング(18)とかみ合い、
続いて外部ケーシング(30)とかみ合う複数の外部ローラー(28)とを含む車の ブレーキア
クチュエータ。
【請求項２】
　スクリュー(12)と内部ケーシング(18)それぞれが複数のねじ山を有し、好ましくは少な
くとも３つのねじ山を持つことを特徴とする請求項１に記載のアクチュエータ。
【請求項３】
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　それぞれの内部ローラー(14)のねじ山(14A)がスクリュー(12)のねじ山(12A)と逆方向に
向き、内部ケーシングのねじ山(18A)と同方向に向いていることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のアクチュエータ。
【請求項４】
　内部ローラー(14)はスクリュー(12)および内部ケーシング(18)と直接にかみ合うことを
特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のアクチュエータ。
【請求項５】
　内部ケーシング(18)はブレーキエレメント(E)を作動させるようにピストンを形成して
いることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のアクチュエータ。
【請求項６】
　スクリュー(12)はブレーキエレメント(E)を作動させるようにピストンを形成している
ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のアクチュエータ。
【請求項７】
　ディスクブレーキ、好ましくは浮動キャリパーディスクブレーキを作動させるように設
計された、請求項１～６のいずれかの少なくとも１つに従ったアクチュエータを含む車の
ブレーキ装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の車のブレーキ装置であって、アクチュエータが常用ブレーキまたはパ
ーキングブレーキを作動させるように設計されていることを特徴とするブレーキ装置。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本発明は、車のブレーキアクチュエータの分野と、より具体的には電気機械式ブレーキ
アクチュエータの分野に関する。
【０００２】
　油圧作動 ブレーキ装置を使用する車は知られている。そのような装置は、油圧アクチ
ュエータ、とりわけ車の車輪に固く接続されたディスクにブレーキパッドを押し付けるよ
うに設計されたピストンを使用している。
【０００３】
　しかしながら、近年は、油圧式よりも電気的に作動させる電気機械式ブレーキ装置が現
れるようになった。これらのブレーキ装置は、油圧回路の維持に必要な予防による車のメ
ンテナンスのみならず車の製造コストの注目に値する利点を有する電気機械式アクチュエ
ータを備えている。
【０００４】
　電気モータに接続されたボールねじを備えた電磁ブレーキアクチュエータを備えた電気
機械式ブレーキ装置が特にEP 1359338で知られている。ボールねじはブレーキディスクに
パッドを押し付けるため、電気モータの回転運動を直線運動に転換するように設計されて
いる。ボールねじは、スクリュー、ケーシングおよびボールを含み、スクリューとケーシ
ングの間の摩擦を減らすように設計されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＥＰ１３５９３３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術におけるそのアクチュエータの主な欠点は、可逆性の特徴を有するボールねじ
の存在に関係している。可逆性とは、ねじにかけられた軸力がケーシングに回転を引き起
こし、ケーシングにかけられた軸力がねじの回転を引き起こすということを意味している
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。可逆性は、ブレーキの信頼性に影響を与え、車の乗客の安全を損なうねじまたはケーシ
ングの望ましくない並進運動を引き起こすので、重大な欠点となる。
【０００７】
　さらに、ボールねじを組み込んだ電気機械式ブレーキアクチュエータの使用は、経費的
にも好ましくない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的をために、車のブレーキアクチュエータに関係する発明は、
　－スクリュー、
　－不可逆的な接続手段によってスクリューとかみ合うようにねじが切られた内部ケーシ
ングと、
　－ブレーキエレメントを作動させるための、内部ケーシングの関連でのスクリューの動
き、または、スクリューの関連での内部ケーシングの動きをコントロールする電気モータ
と、
　－少なくとも１以上のねじ山でスクリューと最初にかみ合い、続いて内部ケーシングと
かみ合うねじが切られた複数の内部ローラーと、
　－ねじが切られた外部ケーシングと、
　－内部ケーシングのねじと逆方向にそして外部ケーシングのねじと同方向に少なくとも
一つのねじ山を有し、最初に内部ケーシングとかみ合い、続いて外部ケーシングとかみ合
う複数の外部ローラーとを含む。
【０００９】
　それゆえ、本発明に関係するアクチュエータは、前述の欠点を克服する。
【００１０】
　そのようなブレーキアクチュエータは、スクリューと内部ケーシングが互いに対して電
気モータの回転の動きによってのみ動かされるという長所を有する。それゆえ、このアク
チュエータは、内部ケーシングに関連するスクリューのいかなる予期しない動きをも取り
除く。これは特に、アクチュエータがパーキングブレーキ配置に使われるとしたら、車の
ブレーキの信頼性を向上させるので有益である。さらに、そのようなブレーキアクチュエ
ータのコストは特に低く、ボールねじを備えるアクチュエータのエレメントに比べて高価
でなく製造も著しくより容易となる。
【００１１】
　さらに、このタイプのアクチュエータは２段階減速ギアと呼ばれ、外部ケーシングのね
じ山とかみ合う外部ローラーのねじ山と同じ方向の方向性は減速ギアの性能を向上させる
。
【００１２】
　さらに、アクチュエータはねじが切られた内部ローラーを備えているので、それぞれの
ローラーは、少なくとも一つのねじ山によって最初にスクリューとかみ合い、次いで内部
ケーシングとかみ合い、アクチュエータは、減速ギアの役割を果たし、高速回転スピード
での電気モータの使用が可能となる。特に、これが使用されるモータの低コスト化を可能
とする。
【００１３】
　スクリューと内部ケーシングそれぞれが複数のねじ山を持つのが好ましく、３つのねじ
山を持つのが好ましい。
【００１４】
　これは、さらに、アクチュエータのギア減速能力を向上させる。
【００１５】
　例えば、それぞれのローラーのねじ山は、スクリューのねじ山と逆方向に向き、内部ケ
ーシングのねじ山と同方向に向いている。
【００１６】
　これは、ギア減速能力を１／１８０比だけ向上させることを可能とする。
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【００１７】
　さらに、ローラーはスクリューと内部ケーシングと直接的にかみ合うのが好ましい。
【００１８】
　内部ケーシングは、ブレーキエレメントを作動させるように設計してピストンを形成す
ることもできる。
【００１９】
　これは、ブレーキエレメントを作動させることにつながる動きのために設計された追加
の部品を使用する必要性をなくする。
【００２０】
　有利に、スクリューは、ブレーキエレメントを作動させるために設計されたピストンを
形成する。
【００２１】
　再び繰り返すが、可動ブレーキエレメントを作動させるために設計された追加の専用部
品の必要性がなくなる。
【００２２】
　本発明は上述のアクチュエータを有し、ディスクブレーキを、好ましくは浮動キャリパ
ーディスクブレーキを作動させるように設計された車のブレーキ装置にも関係している。
【００２３】
　本発明はさらにブレーキ装置を備えた車に関し、そのアクチュエータは常用ブレーキま
たはパーキングブレーキを作動させるように設計されている。
【００２４】
　従って、そのようなアクチュエータは、異なったブレーキ装置配置に使用することがで
きる。
【００２５】
　さらに、その装置は、スクリューとケーシングが強化高分子で作られたアクチュエータ
を含む。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の目的は、従来のブレーキアクチュエータの可逆性に起因するブレーキの信頼性
を解決するブレーキアクチュエータを提供することである。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　添付図面に参照される本発明の５つの実施例が以下の非限定的サンプルとして示されて
いる。
【図１】図１は本発明の第１の実施例をなすアクチュエータの透視図であり、ケーシング
は切断されている。
【図２】本発明の第２の実施例を形成するアクチュエータの断面図である。
【図３】本発明の第３の実施例をなすブレーキアクチュエータの断面図である。
【図４】本発明の第４の実施例をなすブレーキアクチュエータの透視図である。
【図５】本発明の第５の実施例をなすブレーキアクチュエータの透視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　図１を参照すると、本発明のブレーキアクチュエータにおいて、減速ギア10は、内部ス
クリュー12、スクリューに配置されたローラー14、ローラー保持ケージ16およびケーシン
グ18を含んでいる。
【００２９】
　スクリュー12は、第１と同じ方向に全て向いた３つのねじ山12Aを有している。スクリ
ュー12の一端20は回転ドライブ手段、例えばアクチュエータの電気モータMに堅く接続さ
れるように設計されている。そのようなものとして、減速ギアは電気的に制御されるよう
に設計されている。スクリュー他端はスムースな空洞の自由端を有している。
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【００３０】
　ローラー14はねじ切りがされ、その長手方向の軸はスクリューの軸Xに平行となってい
る。それぞれのローラーはスクリューのねじ山12Aと直接にかみ合う単一のねじ山14Aを有
している。それぞれのローラーのねじ山14Aはスクリュー12のねじ山12Aに対し反対方向に
向いている。
【００３１】
　ローラー14に対するホールディングケージ16は、スクリュー12と同軸で円柱形状を有し
、スクリューの長さの限られた部分に沿って延びている。このケージ16は、スクリューに
対して一定間隔でローラーを受け入れるように設計された長手方向のシート21を有してい
る。この目的で、シート21は、ケージの端に開口している穴26を有している。位置決めピ
ン24は、ローラーの端に配置され、シート21の穴26の中に適合するように設計されている
。それゆえ、各ローラー14は、ケージ16のシート21の中でケージの端で保持されている。
この例においては、１０個のローラーがあり、ローラーホールディングケージ16は、１０
個のシートを有しているが、普通には使用されるローラーの数によって異なった数のシー
トとなる。それゆえ、それぞれのローラー14は、ケージのそれぞれのシート21のなかで回
転方向に可動的に組み立てられている。
【００３２】
　ケーシング18は、ケージ16を取り囲んで円筒状スリーブ状を形成し、スクリュー12と同
軸に配置されている。ケーシング18は、ローラー14のねじ山14Aと同じ方向に向かう６つ
のねじ山18Aを備えた内部壁を有している。ケーシング18は、ローラーと直接かみ合って
いる。ケーシング18の一端22は、エレメントEに堅く接続するように設計され、並進し、
その結果、モータに関して滑らかに動くように設計されている。
それゆえ、ローラー14は、それぞれ、スクリューのねじ山12Aと反対方向で、ケーシング1
8のねじ山18Aと同方向の少なくとも１つのねじ山14Aによって、最初にスクリュー12に直
接にかみ合い、次いで、ケーシング18とかみ合う。
【００３３】
　減速ギアの作用は以下に示すとおりである。減速ギア10は、両方向に回転するようにブ
ラシレス電動モータMのシャフトによって回転するとされる。電気モータMが第一の回転方
向に動かされると、スクリュー12は、ローラー14とケージ16をスクリューの軸Ｘに沿って
駆動する。ローラー14はケーシング18とかみ合っているので、その回転運動は、スクリュ
ーの軸Ｘに沿ってケーシング18の並進運動を生じさせる。
【００３４】
　言葉を変えると、スクリュー12とローラー14間、ローラー14とケーシング18間、および
、ケーシング18とスクリュー12間に軸Ｘに沿った軸方向の動きがある。
【００３５】
　それゆえ、減速ギアは、モータMの回転運動に応えてエレメントEが並進運動することを
可能にする。エレメントEは、例えば、ディスクブレーキのディスクと接触するように設
計されたブレーキパッドにつながっている。
【００３６】
　最初にスクリューとローラー、次いで、ローラーとケーシングの間におけるねじ山12A
、14A、18Aの数の違い、スクリューとケーシングの直径の違い、のみならず、スクリュー
とローラーのねじの逆の方向性による同一結果ゆえに、ケーシングとエレメントEの共同
の並進運動は、それゆえ、著しく縮小される。
【００３７】
　もし、モータMが逆方向に回転するならば、上述の回転と並進の動きは逆となるので、
エレメントEの逆方向の並進の動きを生じる。
【００３８】
　図面２～５に関係して下記に記載されるその他の実施例は、図１のエレメントに似たエ
レメントが同じ符号を使って示されている。
【００３９】
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　図２は、２段階減速ギアと呼ばれる減速ギア23の2番目の実施例を示している。このタ
イプの減速ギア23は、ブレーキアクチュエータとして使われるように設計されたものであ
るが、上述のエレメントに実質的に同じエレメントを含んでおり、特に、ねじ山12Aを備
えたスクリュー12、スクリューのねじ山と反対向きのねじ山14Aを備えるローラー14およ
びローラーのねじ山と同じ向きの６つの内部ねじ山18Aを備えるケーシング18である。こ
の実施例では、ローラーは内部ローラー14と称され、ケーシングは内部ケーシング18と称
される。これらのエレメントは、モータMのシャフトがスクリュー12に接続するのでなく
内部ケーシング18に接続している以外は、相互の関係で先の実施例と同じに配置されてい
る。また、先の記載の実施例とは違って、スクリュー12は減速ギアを収容しているフレー
ムに堅固に接続し、モータMはフレームに関して軸Xに沿って滑り込むようにマウントされ
ている。
【００４０】
　その減速ギアは、そのような減速ギアの減速能力を増加させるために設計された追加の
エレメントも含んでいる。このケースでは、これらの追加のエレメントはねじが切られた
外部ローラー28と外部ケーシング30である。
【００４１】
　内部ローラー14は、それゆえスクリュー12に配置される一方、外部ローラー28は内部ケ
ーシング18の周囲に配置され、そして、内部ローラー14と同じく、これらはそれぞれ単一
のねじ山28Aを備えている。外部ローラー28は、上述と同じ方法でケージ（図示せず）に
納められ、直径は内部ケーシング18と外部ローラー28を受け入れるように調整されている
。
【００４２】
　外部ケーシング30はケージ26を囲んでおり、スクリュー12と同軸に円筒形状をしている
。外部ケーシング30は、その内面に6つのねじ山30Aを含んでいる。
【００４３】
　並進運動をするように設計されたエレメントEは、外部ケーシング30の一端32に堅固に
接続され、それは確実に回転しないようになっている。
【００４４】
　外部ローラー28は、それぞれ外部ケーシング30および内部ケーシング18とかみ合ってい
る。各外部ローラー28のねじ山28Aは、内部ケーシング18のねじ山18Aと反対方向に向き、
外部ケーシング30のねじ山と同方向に向くように向いている。
【００４５】
　この第２の実施例による減速ギアの作用を下記に示す。電気モータMが回転の第１の方
向に起動すると、内部ローラー14は、内部ケーシング18と直接にかみ合っているのである
が、スクリューの軸Xに対して回転し、さらに、自身の軸に対しても回転するようになさ
れる。これらの回転運動は、軸Xに平行にケージとローラーの並進運動Ｔ１を起こす。
ローラー14は、静止しているスクリュー12に並進するので、内部ケーシング18とモータＭ
のシャフトは、内部ローラー14によって軸Ｘと平行に並進運動Ｔ２をするように駆動され
る。
【００４６】
　外部ローラー28は、ケーシング18によって回転させられ、そして、軸Ｘに平行に並進運
動Ｔ３をさせられる。
【００４７】
　最後に、外部ローラー28の回転は、軸Ｘに平行に外部ケーシングに並進運動Ｔ４をさせ
る。
【００４８】
　第３の実施例は、図３を参照して以下に示す通りで、先行の実施例と同じであり、減速
ギアは、ディスクブレーキのブレーキ装置35の不可欠部分である電気機械式の車のブレー
キアクチュエータ34である。そのようなブレーキ装置35は、前記アクチュエータ34、ブレ
ーキディスク38、ブレーキパッド40A、40Bおよび浮動キャリパー36を含んでいる。
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【００４９】
　浮動キャリパー36は、連結部42、ディスクギャップ44およびサポート顎48を有している
。
【００５０】
　連結部42を備える浮動キャリパーの端は、堅固にアクチュエータ34の減速ギアの外部ケ
ーシング30に接続している。浮動キャリパーの他端は、ディスク38に平行に延びるサポー
ト顎48を含み、パッド40Bの一つを支える。浮動キャリパー36の２つの端間で、ディスク
ギャップ44は、ディスク38とパッド40A、40Bのシートを形成する。
【００５１】
　慣例的に、ブレーキパッド40A、40Bは、ディスク38の両サイドに横方向に配置され、そ
れぞれのパッドはライニング47でカバーされた金属製支持部46を含む。内部ブレーキパッ
ド40Aは、支持部46がスクリュー12の一端49に堅固に接続されているが、キャリパーのサ
ポート顎に堅固に接続されている支持部46を有する外部パッド40Bとは異なるものである
。変形可能な円形シーリングガスケット50は、内部パッドに置かれ、内部のブレーキパッ
ドの端と外部ケーシングの一端をリンクしている。この目的で、パッド、キャリパーおよ
びケーシングのそれぞれは、シールの接続部を受け入れるように設計された座52を有する
。このシールは、アクチュエータを外部汚染から完全に隔離するように設計されている。
【００５２】
　アクチュエータ34は、上述の第２の実施例の減速ギアに実質的に似た２段階減速ギアを
含んでいる。その構成部品は、それゆえ、この例では、スクリュー12が軸Xに平行に並進
運動するように設計され、その結果、ブレーキディスク38に接触するように設計されたブ
レーキパッドに端が接続されたピストンを形成すること以外は、以前に配置されたとおり
である。この例では、内部ケーシング30がモータによって動かされ、並進運動はしない。
【００５３】
　上記ブレーキ装置のブレーキアクチュエータ34の作用は、以下の通りである。
【００５４】
　モータMが第１の回転方向に回転すると、内部ケーシング18は回転する。内部ローラー1
4は、内部ケーシング18と直接にかみ合っており、自身の軸の周りとスクリュー12の軸X周
りに回転させられる。内部ローラーもまた、軸Xと平行に並進運動Ｔ１’の動きをさせら
れる。
【００５５】
　内部ローラー18は、それゆえ、車のブレーキ部分を生じさせるため、スクリューの端54
が内部ブレーキパッド40Aを動かしてそれをブレーキディスク38に向かって押すように軸
Ｘに沿ったスクリュー12の正方向とされる方向の並進運動Ｔ２’をもたらす。
【００５６】
　さらに、内部ケーシング18の回転は外部ローラー28をそれ自身の軸と軸Xの周りに回転
させる。さらにまた、外部ローラーは軸Xに平行な並進運動Ｔ３’を行う。
【００５７】
　最後に、外部ローラー28の回転は、軸Xに平行な並進運動Ｔ４を外部ケーシング30に起
こし、その方向は負の方向と称され、それゆえ、キャリパーを負の方向に並進運動するこ
とをもたらす。外部パッド40Bは、その後ブレーキディスク38に接触し、それゆえ、車の
他のブレーキ部分を生む。ディスク38は、その後２つのパッド40Aと40Bの間で圧迫される
。
【００５８】
　電気モータMのシャフトが他の方向に回転するとき、上述の回転と並進の運動の運動は
逆転し、ブレーキパッドは軸Xと平行に動き、ブレーキディスクから離れる。
【００５９】
　本発明の第４の実施例においては、減速ギアは図４に示すようにケーシング18、スクリ
ュー12およびモータMを含むブレーキアクチュエータ60である。このケースでは、アクチ
ュエータ60は、ローラーを全く有しておらず、スクリュー12は、不可逆的な結合の方法で
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ケーシング18とかみ合っている。すでに述べたように、スクリュー12は３つのねじ山12A
を有し、ケーシングは６つのねじ山18Aを有している。モータMのシャフトは、スクリュー
と直接に接続しており、ケーシングはブレーキピストンを形成する。それは、ブレーキ装
置の可動エレメントを作動させるために軸Xに沿って並進運動を可能とするように設計さ
れている。
【００６０】
　図５に示す第５に実施例によると、アクチュエータ70は、モータMのシャフトに堅固に
接続されたケーシング18を含んでおり、軸Xに沿ってスクリュー12が並進運動できるよう
になっている。その結果、モータMが作動すると、スクリューはブレーキピストンのよう
に作動して、ブレーキ装置の可動エレメントを作動させるために、軸Xに沿って並進運動
をする。
【００６１】
　本発明は、開示された実施例に制限されるものではなく、その他の具体例は当業者にと
っては明らかなものである。とりわけ、第１の実施例から少し変化したものとして、電気
モータをケーシング18に接続することができ、一方、スクリュー12は、エレメントEを動
かすために並進運動をさせられるものがある。
【００６２】
　第２の実施例を少し変形したものとして、減速ギアは動かない外部ケーシング30を有し
、一方、スクリュー12は、エレメントEを動かすために並進運動をさせられるものがある
。
【００６３】
　さらに、第２または第３の実施例を少し変形したものとして、モータは内部ケーシング
に接続される必要がなく、ローラーの２つの台座ケージの１つを直接に回転させることが
できるものである。
【００６４】
　符号の説明
10: 減速ギア
12: スクリュー
12A:スクリューのねじ
14: ローラー、内部ローラー
14A: ローラーのねじ、内部ローラーのねじ
16: ケージ
18: ケーシング、内部ケーシング
18A: ケーシングのねじ、内部ケーシングのねじ
18B: 内部ケーシングの外周のねじ
20: スクリュー端
21: シート
22: ケーシング端
23: 二段階減速ギア
24: 位置決めピン
26: 穴
28: 外部ローラー
28A: 外部ローラーのねじ
30: 外部ケーシング
30A: 外部ケーシングのねじ
32: 外部ケーシング端
34: ブレーキアクチュエータ
35: ブレーキ装置
36: 浮動キャリパー
38: ブレーキディスク
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40: ブレーキパッド
42: 連結部
44: ディスクギャップ
46: 支持部
47: ライニング
50: 封止ガスケット
52: 座
54: スクリュー端
60: ブレーキアクチュエータ
70: ブレーキアクチュエータ
T1: 内部ローラーの並進運動
T2: 内部ケーシングの並進運動
T3: 外部ローラーの並進運動
T4: 外部ケーシングの並進運動
T1': 内部ローラーの並進運動
T2’: スクリューの並進運動
T3': 外部ローラーの並進運動
T4': 外部ケーシングの並進運動
E: 並進運動するように設計されたエレメント
M: 電気モータ
X: スクリューの軸
 
 

【図１】 【図２】
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